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（敬称略）

お
く
や
み

CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

　桜前線もあっという間に通り過ぎ、新緑の美しい季節を
迎えました。八峰町の３つの学校では、運動会（八峰中は
５月７日に開催）や中学校の修学旅行などの大きな行事や、
地域の皆さんの支援を受けての校外での学習活動が、たく
さん行われる計画です。
　４月に行われた各校のＰＴＡ総会では、時間をいただき、
コミュニティ・スクールのＰＲをさせていただきました。
「将来の八峰町を支える人材の育成」「持続可能な地域作
りの推進」を目指して、保護者の皆さんに更なるご理解と
ご協力をお願いしてきました。
　４月20日には、八峰中学校の「地域の美術館」のリニ
ューアル作業が、芸術文化協会の皆さんによって行われま
した。地域の皆さんが制作した、たくさんの作品が展示さ

れています。町民の皆さんも、中学校を訪れて観覧されて
はいかがでしょうか。
　また、「おはなしの会かもめ」の皆さんによる、小学校
での読み聞かせが始まりました。４月25日には八森小学
校で新学期最初の読み聞かせが行われました。お昼の10
分間程度の短い時間ですが、子どもたちは、読み聞かせに
よる絵本の世界に引き込まれている様子でした。会長の山
本さんは、４年生に対して、日本海中部地震の手作り紙芝
居を披露してくれました。月１回の機会を子どもたちも楽
しみにしているようです。「おはなしの会かもめ」は、長
年の活動が認められ、大和証券から表彰されました。おめ
でとうございます。これからもよろしくお願いします。
　地域の皆さんによる学校への支援や協働活動が新年度も
動き出しています。コミュニティ・スクールでは、今年度
も活動の様子を広報を通して町民の皆さんにお知らせして
いきたいと思います。

↓令和４年度活動報告会
多くの方に来ていただき、とても嬉し
かったです。ありがとうございました。
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
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今
月
は
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田
で

す
。
あ
た
た
か
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な
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カ
メ
ム
シ
が
現

れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
ね
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彼
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の
捕
獲
方
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を
学
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だ
私
、
こ
れ
ま

で
な
ん
と
か
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接
攻
撃
を
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れ
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い
ま
し

た
が
、
つ
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に
先
日
！
体
当
た
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食
ら

い
、
生
ま
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て
初
め
て
彼
ら
の
香
り
を
体

験
し
ま
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た
。
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つ
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と

覚
悟
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ま
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が
、
お
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よ
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香
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さ
て
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こ
こ
か
ら
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切
り
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え
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活
動

の
ご
報
告
を
し
ま
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自
分
だ
か
ら
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そ
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き
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こ
と
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町
の
方
に
楽
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い
時
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を

過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

韓
国
語
や
韓
国
料
理
の
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
た
、
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ン
ポ
コ
山
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は
、
子
ど
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達
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地
元
八
峰
町
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良
さ
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楽
し
み
な
が
ら
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

ゲ
ー
ム
体
験
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
活
動
は
、
自
分
の
企
画
が
ど

う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
か
を
参
加
者
の

表
情
か
ら
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ

こ
か
ら
改
善
す
べ
き
点
も
見
え
る
の
で
、

自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る
あ
り
が
た
い

機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
自
分
ら
し
い
活

動
が
で
き
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
出
会

っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
あ
り
、
私
た
ち
協

力
隊
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

の
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
日
々
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
と
、
改
め
て
真
面
目
に
語
っ
た
の
に
は

理
由
が
あ
り
ま
し
て
、
実
は
私
、
今
年
度

が
協
力
隊
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
で
す
。

い
よ
い
よ
退
任
後
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
た
の
で
、
自
分

の
将
来
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
つ
つ
、
最

後
ま
で
全
力
で
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
最
近
は
「
あ
れ
も
こ
れ

も
や
り
た
い
！
」
と
意
欲
が
ど
ん
ど
ん
湧

い
て
き
て
、
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

直
近
の
予
定
を
お
伝
え
す
る
と
、
５
月
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韓
国
料
理
講
座
第
２
弾
、
６
月
に
は
温
泉

ヨ
ガ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
も
決
ま

っ
て
い
ま
す
。
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、
協

力
隊
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終
年
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ど
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ぞ
よ
ろ
し
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願

い
い
た
し
ま
す
。
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「地域の美術館」
リニューアル

「おはなしの会かもめ」
読み聞かせ

地域の皆さんにも日本海
中部地震の紙芝居を披露


